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編集者のひとこと
みなさまお待たせしました。（待ってないよって声が聞こえそ

うですが）第８号をやっと作る気になりました。ｽｲﾏｾﾝ。
ようやく、暑い夏が過ぎ去ろうとしており、朝晩涼し
くなって、庭の草取りが始まりました。さて、皆さん。
博物館のイメージってどんな感じですか。難しいとか
思っていませんか。かくいう私もはじめは思っていま
した。地元史なんか習いませんからね。でも、アイヌ
文化は「ゴールデンカムイ」戦国時代は「信長の野
望」や「信長協奏曲」。創作は入りますが、自分の好
きな分野と結び付けて考えると意外とすんなり入るも
のです。佐藤忠良展も「おおきなかぶ」でぐっと身近
になった気がします。参考にならないかもしれません
が・・・。ところで「高砂淳二写真展」が現在
は喜多方で開催中とのこと。喜多方ラーメン
を目的に行ってみようかと計画中です。

（誤字脱字等ご容赦願います。）TM

休館日は月曜日・祝日の場合はその翌日です。

不定期となりますが、本紙配信を希望
の方は右記のメールに「配信希望」と
記載し送信ください。 e-mail：culcenter@city.ishinomaki.lg.jp

フランス国立ロダン美術館での
個展をはじめ、世界的に認めら
れた彫刻家。戦争、シベリア抑
留などを経験し、なお芸術の道
を歩み続けました。日本人の手
で初めて日本人の顔を表現した
と高く評価された《群馬の人》。
身体と衣服によって生まれる形
態の均衡を意識し、独自の具象
表現に至った《帽子・夏》。そ
して、動感あふれる描写とリズ
ミカルな場面展開によって読者
の心をつかみ、いまや三世代に
わたって読み継がれているロン
グセラー絵本『おおきなかぶ』。
文化功労者や文化勲章の候補に
も選ばれたものの、本人は「職
人に勲章は要りませんから」と
語り、国家の賞を全て辞退され
ています。かっこいいと思いま
せんか。
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世界が認めた、みやぎ出身の彫刻家“佐藤忠良”。その彫
刻と絵の世界を体感してください。

毛利コレクション特集展
「総七郎が見つめた近代石巻」
１０万点を超える、コレクションか
ら、今回は総七郎が生きた時代、明
治から昭和のイベントや事件などの
資料に焦点をあてました。
「川開き祭」や「戦争」。総七郎が
生きた時代を体験してみては？

観覧は無料です。
この機会にｾﾞﾋ!!

移動美術館 佐藤忠良展
－宮城県美術館コレクションから－

石巻市博物館発行の新たな刊行物です。第８回企画展の振り返り
「牡鹿柵、桃生城と海道の蝦夷の反乱」（左上）と「石巻市博物館調
査研究紀要」第２号（右上）です。企画展冊子は無料にて配布してい
ますが、数に限りがありますのでお早めに。研究紀要は１冊５００
円（税込）で販売中です。

絵本「おおきなかぶ」
のフォトスポットです。
みなさん、恥ずかし
いようですが、一緒
にカブを引っこ抜く写
真を撮ってみては。
絵本コーナーもあり
ますので、お子さん
連れで御来場くださ
い。

石巻を描き続けた二人
の画家の作品展「浅井
元義・熊倉保夫合同ス
ケッチ展～二人で描い
た石巻～」を開催中で
す。高校時代からの画
友で、ほかの仲間とと
もに美術グループを立
ち上げた同志。
同じ風景でも、画家に
よってその表現は異な
ります。
今はなき風景もあり、
二人の作品を見比べな
がら楽しんでいただけ
れば。
入場は無料です。

皆様、１１月３日は何の日かご存知ですか？

ここだけのﾋﾐﾂですが「石巻市博物館開館記念日」で
す。（ﾋﾐﾂではないです。）おかけさまで、３周年を
迎えることができました。今回も「高橋英吉」をメ
インテーマにイベントを開催します。
当日は、入館無料など博物館を楽しめる一日となっ
ていますので、皆様の御来場をお待ちしています。
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昨年度のチラシ
です。


